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報道関係各位 

開発途上国向けの新薬開発を支援する 
日本初の官民パートナーシップを結成します 

厚生労働省は、国連開発計画（UNDP）への拠出を通じ、４月８日に設立された一般社団

法人 グローバルヘルス技術振興基金（Global Health Innovative Technology Fund, GHIT 

Fund 別紙１）と連携し、開発途上国向けの医薬品の研究開発支援を行います。 

 

結核やマラリア、熱帯地域を中心に蔓延している寄生虫や細菌による感染症である「顧

みられない熱帯病(NTD)＊１」などの治療薬の研究開発は、先進国において需要が少ないな

どの理由から充分になされていません。国際社会では、政府や民間団体、製薬会社が協力

して、開発途上国において人々が安価で必要不可欠な医薬品を入手できるようにすること

が求められています＊２。 

厚生労働省では、そうした開発途上国向けの医薬品の研究開発と供給支援を官民連携で

促進するために、外務省とともに平成 24 年度補正予算において、それぞれ７億円を国連開

発計画（UNDP）に拠出しています。 

今後は、UNDP と GHIT Fund が連携して、国際保健分野での貢献を行うことによって、日

本の製薬産業の国際展開の下支えを図ります（別紙２）。 

 

 

* １ 熱帯地域を中心に蔓延している寄生虫や細菌による感染症は、先進国から主要な疾患と考えられてこな

かったことから、顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases, NTD）と呼ばれています。世界保健機

関（WHO）では、住血吸虫症、シャーガス病、リーシュマニア症など 17 疾患群を NTD と定義しています。 

 

* ２ 2000 年９月の国連ミレニアム・サミットで採択された国連ミレニアム宣言を基にまとめられたミレニアム開発

目標（MDGs） http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/doukou/mdgs/about.html 

2015 年までに達成すべき８つの目標が掲げられ、そのうち目標 8 「開発のためのグローバルなパートナー

シップの推進」のターゲットにおいて、「製薬会社と協力して、開発途上国において人々が安価で必要不

可欠な医薬品を入手できるようにする」とされています。 
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グローバルヘルス技術振興基金
（Global Health Innovative Technology Fund ）

G H I T Fund

日本の製薬企業・研究機関

顧みられない熱帯病等のための医薬品を通じた
開発途上国における保健･ 医療の改善

日本にある有望医薬品

候補･基礎技術を活用した
研究開発

日本の製薬企業厚生労働省 ゲイツ財団

出資

外務省

出資（7億円）（7億円）
研究開発
支援

供給準備・供給
支援

国際機関の知見
を活かした
開発途上国支援

連携

開発途上国向け医薬品の実用化

UNDP
（日･UNDPパートナーシップ基金）

それぞれの知見を活かした
研究開発資金援助

 


